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●	地域福祉トピックス

●共同募金運動街頭募金、歳末見舞金支給報告

●社協支部情報交換会、活動紹介

●	社協事業所 NEWS

●	ボランティア市民活動ひろば

●	Information

この広報紙は、赤い羽根共同募金の配分金により発行しています。

イ ン デ ッ ク ス

ホームページ

Facebook

令和4年12月22日発行

s o c i a l  w e l f a r e

社会福祉法人　常 総 市 社 会 福 祉 協 議 会
常総市新石下4365 石下総合福祉センター内　TEL 0297-30-8789　FAX 0297-30-8790
http://www.joso-shakyo.jp  E-mail info@joso-shakyo.jp

ふく しふく しふく し

vol.61
2022.Dec.

P7 ボランティ
ア市民活動ひろ

ば
第35回 ふくし祭りふくし祭りふくし祭りふくし祭り



社
しゃきょう

協は社会福祉協議会の略称です。2

第 61 号	 ふくし JOSO	 令和４年 12 月 22 日

ち い き ふ く し

　10 月 9 日に本椎木集落センターで、本椎木
の地域住民を対象に 18 名の参加があり、防災
についての講話や健康増進のためのウォーキ
ングを実施しました。防災の講話については、
皆さん真剣に耳を傾けて防災に関する知識を
より深めることができました。

　10 月 19 日に地域交流センターにて講演会を
開催し、76 名の会員が参加しました。
　第一部では防災士吉川清信氏から「高齢者の防
災について」の講演をいただき、災害に備えて慌
てず行動できるよう家族間で避難場所の確認や
自助、共助の大切さを説明していただきました。
　第二部では、作業療法士の加々井・前西の両
氏によるイスに座ったままできる「今日からで
きる！毎日元気に過ごそう体操」を行いました。
参加者は、両手と両足を使ったそれぞれの異なる
動きに戸惑いながらも楽しそうに身体を動かし
ていました。

団体名　社協豊田支部

ふれあいサロン体験
会

出前
講座ふれあいサロ

ン体験会出前
講座ふれあいサロン

体験会出前
講座地域交流

事業

「秋のつどい」を開
催！「秋のつどい」を開
催！

「秋のつどい」を開
催！常総市

シルバークラブ
連絡協議会

参加者からの声
　シク連会員からは、「防災についてもっと勉強したいと思った」「作業療法士の先生から認知症
予防に効果があるとの説明があったので、家に帰っても体操を続けたい」との声が聞かれました。

ありがとうメッセージ
　参加者からは楽しくできて良かったとの声があり、コロナ禍の中、天候にも恵
まれ開催できたことは良かったです。参加者にも赤い羽根共同募金が活用されて
いることを PR し、私たち社協豊田支部一同大変感謝しております。

※この活動は、赤い羽根地域づくり応援助成金を活用し実施しました。
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社協会員会費の
ご報告 追 加
社協会員会費の
ご報告 追 加

街頭募金を行いました

赤 い 羽 根 共 同 募 金

　10月 11日にカスミ水海道栄町店の店頭をお借りして、赤い羽根共同募金の街頭募金を行いました。
　水海道二高マルタ会の学生にご協力いただき、たくさんの善意が集まりました。ご協力ありがとうご
ざいました。
　皆さまからの募金は、じぶんの町を良くするための地域福祉活動の推進、災害時のボランティア活動
支援などに活用されます。

歳末たすけあい
見舞金報告

19,074円募金額

皆さまの温かいお気持ちに
感謝します

（令和 4年 12 月配布）

　皆さまから寄せられた募金は、
支援を必要とする世帯に対し、
温かいお正月を迎えていただけ
るよう民生委員を通じてお届け
しています。

130世帯配布世帯数

1,550,000円見舞金額合計

一般会員会費 法人特別会員会費

支　　部 金　　額
水海道宝町支部 100,000 円 
水海道橋本町支部 189,000 円 
水海道山田町支部 192,000 円 
石　下　支　部 832,000 円
岡　田　支　部 599,100 円
総 　 合 　 計 8,537,350 円

10,000 円
いばらきコープ生活共同
組合

5,000 円
東雲会小貝保育園
日本ハム食品株式会社
特別養護老人ホーム筑水苑

　前号での報告以降に市民の皆さま、企業より追加の
ご支援をいただきました。金額に変更があった支部、
企業をご報告いたします。

日 付 ・ 場 所 団 体 名 募 金 額

10 月 20 日
カスミきぬの里店

地域女性団体連絡会
内守谷支部 23,565 円

10 月 23 日
あすなろの里

地域女性団体連絡会
天満町支部 32,154 円

10 月 23 日
TAIRAYAファインズ淵頭店 渕頭町婦人部 6,491 円

水海道二高マルタ会の
学生以外にも

地域の女性団体の皆さまに
ご協力いただき、

街頭募金を行いました。

茨城県知事表彰

茨城県
社会福祉協議会長顕彰

◇社 会 福 祉 施 設 職 員 ◇ 中嶌 和子、石塚 めぐみ、荒井 貴子
◇社会福祉援護功労者◇ やまゆり 

◇社会福祉協議会役員◇ 萩谷 孝男
◇民生委員・ 児童委員◇ 渡邉 美津枝、稲吉 かつい、柴﨑 まき子、粕田 美枝子、倉持 千惠子

県知事表彰・県社協会長顕彰おめでとうございます！
　10 月 19 日	長年にわたり社会福祉事業に功労された下記の方々が、茨城県知事から表彰、茨城県社会福祉協議会長か
ら顕彰されました。今後もますますのご活躍を期待いたします。（敬称略・順不同）
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社協支部情報交換会
地域

共生社会
を目指して！

地域
共生社会
を目指して！

地域
共生社会
を目指して！

　社協支部では、誰もが安心して暮らせる地域づくりをめざし、さまざまな地域福祉活動を
展開しています。10 月 3 日から 5 日まで市内 27 の支部を３つのブロックに分け、コロナ禍
における各支部の活動状況や地域福祉活動への影響について情報を共有し、今後の活動につ
いて検討することを目的に支部情報交換会を開催しました。

　制度・分野ごとの「縦割り」や「支え手」、「受け手」という関係を超えて、地域住民
や地域の多様な主体が参画し、人と人、人と資源が世代や分野を超えてつながることで、
住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく社会を指します。

ふくし
用語解説

・支部内の８０歳以上の方を対
象に「マスク配布事業」を実施

・支部内の福祉施設に手指消毒
液の寄贈

高齢者や要支援者の
感染予防対策として

・地域の皆が支えあう大切さに
ついての福祉講演会の開催
・参加者のつながりを深めるグ
ラウンドゴルフ大会を開催

人数制限やスペースを
広くとるなどして

・高齢者との交流事業は見合
わせ、敬老祝いとして記念
品の配布を実施

参加者同士が触れ合う
機会を少なくして

●地域共生社会とは…

リーダーや協力者の育成 個人情報の取り扱い方

　地域福祉活動を推進していくためには、地
域のリーダーや活動協力者が必要となります。
　支部活動を通じて、それぞれ育成を進めて
いく必要があります。

　助けあいや見守り活動において、病気や事
故、災害などの緊急時に連絡先などの情報が
必要となります。
　社協が行政と連携し、支部活動でも一定の
個人情報を取り扱えるような仕組みを検討す
る必要があります。

【活動例】
児童登下校時の防犯
パトロールへの協力者など

【活動例】
見守っている方の緊急連絡先など

コロナ禍での支部活動の取り組み報告

これからの支部活動推進の課題
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水海道天満町支部 天満町敬老文化祭

　9 月 18 日に生涯学習センターで 3 年ぶりとな
る敬老文化祭を開催しました。町内の 70 歳以上
の方に記念品を贈り、地域の文化芸能サークルが
妙技を披露し長寿を祝いました。規模を縮小し、
感染症対策を十分に講じての開催となりました
が、よさこいソーランや太極拳などの発表で会場
は大いに盛り上がりました。

水海道森下町支部 三世代交流事業　森下町歩く会

　10 月 9 日に三世代交流事業の「森下町歩く会」
を開催しました。ベビーカーのお子さんから 80
代の方までの参加があり、森下児童公園から羽生
町の法蔵寺と豊岡町の弘経寺を見学して森下児童
公園まで戻る約 5.5km のルートを歩きました。
当日は天気にも恵まれ、だれもリタイアすること
なく気持ちよく歩くことができました。

坂手支部 坂手町ふれあいフェスティバル・こどもまつり

　11 月 23 日に坂手公民館にて 3 年ぶりに開催さ
れました。当日はあいにくの雨でしたが約 250 名
の来場があり、地域のみなさんによる日本舞踊、
ソーラン節、和太鼓の発表は寒さを吹き飛ばすほ
ど迫力のある発表でした。また、外のテント内で
は輪投げやじゃんけん大会、工作体験など小さな
お子さまからお年寄りまでがふれあい、地域の交
流を深めることができたお祭りとなりました。

社協支部活動紹介
社協

支部活動の
一部を

ご紹介します
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～ 基幹相談支援センター～

　障がいのある方が、住み慣れた地域で、自分らしく安心して
暮らせるように各種相談や情報提供などの支援を行います。

　障がいのある方が安心して暮らせるよう、どなたでも相談を受付けております。

・営業時間：月曜日～金曜日　8 時 30 分～ 17 時 15 分
 　※土日、祝日・年末年始（12 月 29 日～ 1 月 3 日）を除く
・所 在 地 ：水海道事務所　常総市水海道天満町 2472
・連 絡 先 ：基幹相談支援センターTEL：25-1001　FAX：25-1002
・E-ma i l ：joso-kikan@joso-shakyo.jp

基幹相談支援センターってどんなところ？

　下記の連絡先に問い合わせいただくか、直接来所してください。

相談するためには？

日常生活に関する相談 福祉サービスの
利用に関する相談

福祉サービス利用計画作成の相談は、障がい者相談支援センターに
ご連絡ください。（TEL23-5234）

どんな相談ができるの？

・障がいがあるって言われたけど、利用可能な福祉サービスはあるの？
・ひきこもっている家族がいて困っている。
・病院から退院した後の生活が心配。
・親が亡くなった後、障がいのある子どもの生活が心配。

相 談 事 例
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ボランティア
市民活動ひろば

ボランティア・市民活動センターに登録している団体を紹介します

【申し込み・問い合わせ】令和 5 年１月１６日（月）まで
石下事務所　市民活動支援係（TEL ３０- ８７８９）

　11月13日、石下総合福祉センターにて、3年ぶりとなる「ふ
くし祭り」（主催：ふくし祭り実行委員会）が開催されました。
　今年のテーマを「わくわく楽しくふくし祭り」とし、手話
や車いす体験などのスタンプラリーや自主製品などの販売、
遊びの体験などそれぞれの参加団体が工夫をこらし作り上げ
たブースは多くの来場者でにぎわいました。

わくわく 楽しく

ふくし祭り
開催

中途失聴や難聴者の耳代わりとなり、お話を文字で書いて伝えるのが要約筆記です。

要約筆記入門講座の受講生を募集します

 1 月 24 日（火）～ 2 月 21 日（火）の毎週火曜日
 全 5 回（全てに出席可能な方）
 13 時 30 分～ 15 時 30 分の 2 時間

 石下総合福祉センター　研修室

 15 名（先着）　　　　　　　無料

【期　　間】

【時　　間】
【会　　場】
【募集人数】 【参 加 費】

▲スタンプラリー景品交換

▲あすなろ陶芸部の作品展示・販売

▲車いす体験（スタンプラリー）

▲ニューステップ体験（スタンプラリー）

▲心身障害者福祉センターの自主製品販売

▲赤い羽根共同募金
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社協では、市民の皆さまの様々な相談を受付けております。お気軽にご相談ください。

令和 4 年 9 月 14 日～令和 4 年 12 月 9 日現在（順不同・敬称略）

常総ひかり農業協同組合石下支店

古河ヤクルト販売（株）

Infor�ation
とど

けようとど
けよう

現  
金

（株）オリエンタル商事 35,709 円
コカ・コーラボトラーズ
ジャパン（株） 　1,002 円

古河ヤクルト販売（株） 61,000 円
市民カラオケ祭り実行委員 25,314 円
ネットワーカー常総 15,000 円
石下生活改善連絡協議会 5,000 円
天満町町内会 5,000 円
匿名 5,633 円

物 
品

常総ひかり
農業協同組合石下支店 食糧品

匿名 レトルト食品

匿名 未使用タオル
未開封尿取りパット

高砂製紙（株）、高尾工業（株）

使用済み切手

（株）青木商店、石川 健
郡リース（株）茨城工場、
萩谷 孝男、しらとり会
ボランティアサークルなごみ
萩原総合法律事務所
水海道豊岡郵便局、匿名

「社会福祉のために役立ててください」と
皆さまから社協へ寄せられた善意は次の通りです。ありがとうございました。

相談の名称 相談内容 相談日時 相談窓口

法律相談 日常生活などの法律に関すること
毎月第 4 火曜日
13 時～ 16 時までの間で 30 分
※事前予約が必要になります。
　12 月は、第 3 火曜日になります。 水海道事務所　生活支援係

TEL23-2233
貸付相談 生活費などの貸付に関すること 平日9時～17時

家計相談 家計の収支改善に関すること 平日9時～17時

障がい相談 障がい者の日常生活に関すること 平日9時～17時 水海道事務所　基幹相談支援センター
TEL25-1001

子育て相談 子育てに関すること

平日 9時～ 17 時
【水海道児童センター】
第 2・第 4 土曜日の翌月曜日を除く。
【三坂児童館】
第 1・第 3 土曜日の翌月曜日を除く。

水海道児童センター
TEL23-1902

三坂児童館
TEL22-7937

ボランティア相談 ボランティア活動に関すること 平日9時～17時 石下事務所　市民活動支援係
TEL30-8789

心配ごと相談 日常生活の困りごとに関すること 平日9時～17時 石下事務所　TEL30-8789
水海道事務所　TEL23-2233

社 協 相 談 窓 口 の ご 案 内


